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山城賞と山城経営学

山城賞選考委員会委員長 小椋 康宏（東洋大学）

初夏を迎え、緑豊かな季節となりました。日本経営教育学会の会員の皆さまにおかれまし

ては、ますますご健勝のことと拝察申し上げます。

日本経営教育学会は創立30周年を過ぎ、本学会の活動は新しい時代に入りました。今後は

本学会創立者であった山城章先生の経営学に対する理念を本学会のミッションとして受け継

ぎ、展開していくことが学会活動の使命であると考えております。

山城先生の基本的考え方は、『経営教育年報』創刊号、1982年６月の発表論文「実践経営

学と経営教育」で論じられておりますので、本論文から実践学としての経営学の意味を本学

会所属の会員各位にはあらためて読んでいただきたいと思っております。この論文は、日本

経営教育学会編『経営教育研究』第12巻第２号に再録されております。また山城経営学の真

髄は、KAEの原理の体系図にみられるように経営実践学の方法にあるわけですが、山城先生

の経営学に対する研究目標は「日本経営学」の確立にありました。また山城先生は、「経営

学は経営教育である」ということを常々話されておりました。「なぜ経営学は経営教育であ

るということができるのか」について、われわれはそれを強く意識しそこに内在する考え方

を理解する必要があります。日本経営教育学会の名前の由来にはこの経営実践学の方法によ

る経営教育と密接不可分の関係があるといってよいでしょう。

さて、今回、「山城賞について思うことを書いてください」という会報委員長からの依頼

がありましたので、山城賞を考える意味で、前述したように山城経営学の理念としての経営

実践学の方法を述べました。山城賞は、過去、本賞が１点、山城賞奨励賞が１点しか出てお

りません。学会賞の制定に携わった者の一人としては、学会賞がでない現状を残念に思って

おります。われわれは、この状態を打破すべく、とくに若い世代の研究者に山城経営学の理

念を理解した研究成果を期待したいと思っております。ここでの研究成果は、日本型経営学

を世界に発信できると同時に、本学会のアイデンティティが強まるものと考えております。

最後に、学会での報告および学会誌『経営教育研究』への積極的な投稿をお願い申し上げ

ますとともに、会員皆さまのご活躍を祈念し、挨拶といたします。
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平成22年４月24日(土)、立正大学大崎キャンパス11号館８階 第６会議室において、平成

22年度第１回常任理事会が開催されました。以下、その内容を報告します。

１．全国研究大会の件

組織委員長より、第62回全国研究大会の進捗状況について報告がなされた。また、６月26

日(土)のプログラムについて、中小企業同友会会員と山城経営研究所の研修参加企業の参加

を認めることを決定した。

第63回全国研究大会は東海学園大学において、平成22年10月29日から31日の日程で開催さ

れることが報告され、承認された。

２．会員入退会の件

新たに個人会員12名と１名の復活申し込み、法人会員１社の申し込みと、13名の退会申し

出があり、承認された。本理事会の承認分をあわせて、個人会員763名、法人会員５社とな

った（平成22年４月24日現在）。

３．その他

（１）本学会の財政について

総務委員長より本学会の収入が低下傾向にあることが報告され、今後いっそうの財

政健全化を図る必要性が示された。これに係わり、シニア会員（年長会員）制度の検

討と、機関誌への投稿掲載論文執筆者の掲載料負担が提案され、継続審議となった。
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常任理事会報告

平成22年度年次総会のご案内

新緑の候会員の皆様におかれましてはご健勝のこととお喜び申し上げます。

下記の要領で、平成22年度年次総会を開催いたしますので、ご出席のほど、よろしくお

願い申し上げます。なお、ご欠席の場合は、必ず委任状をご送付くださるようお願い申し

上げます。

記

１．期日 平成22年６月26日(土)

２．時間 15：00～15：45

３．会場 立正大学

４．議題 (1)平成21年度活動報告および収支決算の件

(2)平成22年度活動計画および収支予算の件

(3)その他
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藤木 善夫（愛知産業大学）

平成22年３月20日(土)13時30分より、第41回中部部会が東海学園大学栄サテライトで37名

の参加者を得て開催された。

第１報告は、劉強氏（中部大学大学院博士後期課程）による「市場経済における中国国有

企業の経営者選任に関する一考察」、司会・コメンテーターは杉山三七男氏（静岡産業大学）

であった。劉強氏は、中国国有企業の経営者選任に関して、西側の企業理論に基づき、如何

に有能な経営者を選任し、選任された経営者のやる気を最大限に引き出すかが中国国有企業

の最大の課題となっているとの問題意識の下、研究の第一歩として中国国有企業の経営者選

任制度の現状について報告された。

第２報告は、梅田勝利氏（中部学院大学）による「金融危機に伴う会計基準の動向－企業

経営への影響について－」、司会・コメンテーターは遠藤秀紀氏（東海学園大学）であった。

梅田氏は、日本公認会計士協会（会計制度委員会）により公表・改正された会計制度委員会

研究報告第13号を用いて、会計基準の現状と課題について分析・検討された。その上で、会

計基準は監査上、演繹的にならざるを得ないが会計原則は必ずしもそうとは言えないとし、

教育上の観点からも会計基準と会計原則との区別を明確にする必要があると論じられた。

第３報告は、加藤實氏（東海学園大学）による「社会福祉法人経営における人材育成」、

司会・コメンテーターは河野篤氏（中部学院大学）であった。加藤氏は、介護施設事業を実

施している社会福祉法人の人材難克服には賃金問題と同等以上に人材育成問題があるとの立

場から、定着に成功していると評価されている介護施設事業を行っている社会福祉法人への

ヒアリング調査結果をもとに考察された。

第４報告は、城田吉孝氏（愛知学泉大学）による「企業のコンプライアンス体制の現状

（1）」、司会・コメンテーターは大濱慶和氏（愛知産業大学）であった。城田氏は、マーケテ

ィング視点からのコンプライアンスを整理し、コンプライアンス経営の重要性を報告された。

それぞれの報告終了後には活発な質疑応答がなされ、引き続き、堀田部会長を議長として

部会役員、次回開催校等に関する議事が審議された。

報告会終了後、懇親会が行われ、和やかな雰囲気のなか会員間の交流が深められた。

＊ ＊ ＊

平成22年度第１回中部部会報告会は、11月20日(土)に東海学園大学栄サテライトで開催の

予定です。中部部会事務局では、随時報告募集を行っております。報告を希望される方は藤

木善夫（愛知産業大学 岡崎市岡町原山12-5 TEL;0564-48-4511, yfujiki@asu.ac.jp）ま

でお知らせください。

機関誌委員長 河野 大機（東洋大学）

ジャーナルの字数行数と余白mm数はＡ４向けですので、原稿提出用紙も今後はＡ４でお願

いします。また、原稿の内容の配列順序は、標題、ご所属、ご芳名、キーワード、本文、図

表（行数取りも表記）、（謝辞・特記事項）、〈注〉、〈参考文献〉、英文タイトル、英文表示の

ご所属とご芳名、英文要約、邦文要約、にしてください。これらの字の大きさは10.5ポイン

トで構いませんが、行取りは、第13巻の第１号・第２号をご参考にされてそれぞれに合わせ

てください（印刷・編集上の容易さを考慮しました）。次号の締め切りは８月末です。
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平成21年度 第２回中部部会報告

機関誌投稿論文募集
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日本経営教育学会第61回全国研究大会プログラム

統一論題 「日本の中小企業の発展と課題」

( 4 )

第１日 2010年６月25日(金)
14：00～17：00 企業見学

18：00～ 理事会 立正大学 大崎キャンパス 第７会議室

第２日 2010年６月26日(土)
9：15～16：45 受付

10：00～10：05 開会挨拶 第61回全国研究大会実行委員会委員長 佐藤一義

10：05～10：10 会長挨拶 日本経営教育学会会長 松本 芳男

10：10～14：45 統一論題報告（石橋湛山記念講堂）（各報告 報告：40分 討論：10分 計50分）

10：10～11：00 統一論題 １

報告者 者 堀田友三郎（東海学園大学）

報告テーマ 中小企業経営者の社会的役割

コメンテーター 加藤茂夫（専修大学）

司会者 大平義隆（北海学園大学）

11：05～11：55 統一論題 ２

報告者 者 猿渡盛之（株式会社サヤカ代表取締役）

報告テーマ 未定

コメンテーター 佐藤一義（立正大学）

司会者 李 只香（九州共立大学）

11：55～13：00 休 憩

13：00～14：00 特別講演 １

報告者 三井逸友（日本中小企業学会会長・横浜国立大学）

報告テーマ 中小企業研究のグローバリゼーションと今日的課題

司会者 松本芳男（日本大学）

14：05～14：55 統一論題 ３

報告者 瀬本博一（ＮＰＯ法人プレネット21代表）

報告テーマ 中小企業再生の現場から ―今、中小企業経営に求められるもの―

コメンテーター 細川 進（高松大学）

司会者 小山 修（札幌大学）

15：00～15：45 会員総会

15：50～16：40 統一論題 ４

報告者 佐藤一義（立正大学）

報告テーマ 中小企業と経営教育

コメンテーター 村上良三（ハリウッド大学院大学）

司会者 杉田あけみ（千葉経済大学短期大学部）

16：45～17：45 特別講演 ２

報告者 相川直之（全国信用金庫協会参与）

報告テーマ 未定

司会者 櫻井克彦（東海学園大学）

18：00～19：30 懇親会（会場：ゆうぽうと）
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第３日 2010年６月27日(日)

9：00 受付

9：30～11：40 自由論題報告 （各報告 報告：25分 コメントおよび質疑：15分 計40分）

9：30～10：10 Ａ会場（1162教室）
（自由論題）

Ｂ会場（1163教室）
（自由論題）

Ｃ会場（1164教室）
（自由論題）

報告者 清水恵一（広島大学大学院）宮島 裕（目白大学大学院）檜山宗志（神奈川大学大学院）

報告テーマ 提携マネジャーの役割と能
力

経営資源としての「ダメ社
員」― 組織活性化のため
の一試論―

農業経営の規模拡大と農業
法人制度の確立

コメンテーター 藤沼 司（青森公立大学） 高橋成夫（新潟産業大学） 水野基樹（順天堂大学）

司会者 小野瀬拡（九州産業大学） 樋口弘夫（和光大学） 杉田 博（石巻専修大学）

10：15～10：55 （自由論題） （自由論題） （自由論題）

報告者 小森谷浩志（神奈川大学大学院）大野和巳（青森中央学院大学）木村 弘（宇部工業高等専門学校）

報告テーマ

リーダーシップ開発におけ
る省察の一考察 ― 質問に
よる相互学習促進に着目し
て―

企業買収戦略としての買収
統合アプローチの選択 ―
非統合型及び連携型企業買
収の可能性―

経営革新活動の展開と従業
員の組織との関係に関する
一考察

コメンテーター 関口和代（東京経済大学） 中村公一（駒沢大学） 小沢一郎（専修大学）

司会者 小川達也（東京富士大学） 文堂弘之（常磐大学） 谷井 良（中京学院大学）

11：00～11：40 （自由論題） （自由論題） （自由論題）

報告者 萩原道雄（萩原経営研究所）石井泰幸（千葉商科大学） 東 俊之（金沢工業大学）

報告テーマ 経営における状況的学習論
と経営倫理に関する一考察

地域情報ネットワークの展
開

ＮＰＯの組織変革に関する
制度派組織論的研究 ― 制
度的企業家の概念を中心に
―

コメンテーター 児玉 充（日本大学） 文 載皓（富士常葉大学） 松本 潔（産能短期大学）

司会者 水谷内徹也（富山大学） 三浦庸男（埼玉学園大学） 竹内 進（目白大学）

11：40～12：30 休 憩

12：30～15：00 統一論題パネルディスカッション

（パネリスト問題提起 各15分 指定討論者とのディスカッションおよび質疑：95分 総括：10分 計150分）

12：30～15：00 統一論題パネルディスカッション（1151教室）

報告者

堀田友三郎（東海学園大学）

猿渡盛之（株式会社サヤカ）

瀬本博一（ＮＰＯ法人プレネット21）

佐藤一義（立正大学）

指定討論者

加藤茂夫（専修大学）

細川 進（高松大学）

村上良三（ハリウッド大学院大学）

コーディネーター 吉村孝司（明治大学）

15：00 閉会挨拶 日本経営教育学会組織委員会委員長 吉村 孝司
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開催校担当教員：森川 信男（青山学院大学）

●日 時：2010年７月24日(土) 13:30～17:00

●場 所：青山学院大学

青山キャンパス14号館（正面入口、総合研究所ビル）９階 第15、16会議室

●報告プログラム

※報告：40分、コメント・質疑20分

第１報告：13:30～14:30

報 告 者：須田 敏子（青山学院大学）

テ ー マ：「製薬企業の人事制度の変革―ケース分析―」

コメンテーター：谷内 篤博（文京学院大学）

司 会 者：青淵 正幸（立教大学）

（10分休憩）

第２報告：14:40～15:40

報 告 者：劉暁頴（立教大学大学院ビジネスデザイン研究科博士後期課程）

テ ー マ：起業家精神の育成と経営者教育

コメンテーター：金 稚美（和光大学）

司 会 者：小沢 一郎（専修大学）

（20分休憩：コーヒーブレイク）

第３報告：16:00～17:00

報 告 者：安田 賢憲（東京富士大学）

テ ー マ：標準化推進コンソーシアムにおける協調行為に関する考察

―JMAABの事例から―

コメンテーター：關 智一（東洋大学）

司 会 者：吉村 孝司（明治大学）

●参加費等：参加費 500円、懇親会費 4000円

●お問い合わせ：関東部会長・佐久間信夫（042-691-6994 nsakuma@soka.ac.jp）

●日 時：平成22年６月５日(土) 午後１時30分～午後４時45分

●場 所：関西大学百周年記念会館第３会議室

（阪急千里山線関大前駅、南改札口側の17号門から百周年記念会館前までエスカ

レータが設置されておりますので、ご利用ください。）

●報告会終了後には懇親会が予定されております。

●詳細は別途ご案内を申し上げます。

●現在、報告者を募集しております。３名の報告者が揃い次第、募集を締め切らせていただ

きます。ご希望の方はお早めに、ご氏名、ご所属、ご報告テーマ（仮題でも結構です）を

部会幹事の陳恵貞（eb8d101@kansai-u.ac.jp）までお申し出ください。
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◇◇関東部会開催のご案内◇◇

◇◇関西部会開催のご案内◇◇
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八島 雄士（九州共立大学）

平成21年度第２回の九州部会が平成22年３月６日(土)、14時から17時20分まで、お茶の水

医療福祉専門学校（福岡市中央区）にて開催された。会員28名の出席で下記の報告が行なわ

れました。

第１報告：清水恵一（広島大学大学院社会科学研究科（院生））「提携マネジャーの役割と

能力に関する分析視角の検討」

第２報告：角 和宏（広島大学大学院社会科学研究科（院生））「戦略的な地域貢献活動に

見られる経営行動について ― 業種別視点からの一分析 ―」（経営行動研究学

会九州部会報告）

第３報告：木村 弘（宇部工業高等専門学校）「経営革新活動と従業員の組織コミットメ

ントに関する研究」

第４報告：ダイモン・ドラモンド（立命館アジア太平洋大学）「Japanese education and

its management challenges」

経営行動研究学会九州部会との共同開催ということもあり、研究会のみならず、懇親会ま

で活発な議論が続き、大変盛り上がりのある会となりました。参加された会員の皆さまに感

謝申し上げます。事務局としては、次回開催から報告および質疑の時間を長くするなどの工

夫をして、さらに盛り上がるように努力したいと考えております。今後ともご協力をお願い

いたします。

総務委員長 森川 信男（青山学院大学）

本学会は、昨年学会創立30周年を迎えた後も、お蔭さまで順調な歩みを進めております。

会員の皆さまには、日頃から学会活動の維持・展開のために多大なご配慮・ご協力をいただ

きましてありがとうございます。改めて心からの感謝を申し上げます。

ところで、財務的面をみますと、高齢化にともなう会員数の減少などによって収入が下降

する反面、機関誌の拡充などにともなう経費の増加によって、学会財政は単年度実質収支ベ

ースでは、ここ３年間毎年約10％程度の実質支出超過が続き、来年度予算（案）においては

100万円を超える実質支出超過予算の計上を余儀なくされております。したがいまして、本

学会のさらなる継続・発展のためには、火急に財務健全化を図る必要があります。

こうした状況に鑑みて鋭意、会員拡充や事務経費削減などに努めるとともに、現在特に以

下の二点について検討を重ねておりますので、会員の皆さまにもいっそうのご理解・ご尽力

をお願い申し上げる次第です。

第１は、ご定年後の会員各位に、ご希望によってシニア会員（仮称、年長会員）としてご

登録いただく制度です（現行は、会員、ジュニア会員（仮称、院生会員）です）。

第２は、「完成論文」の投稿・執筆、総頁数の一定化などによる機関誌発行費用軽減、投

稿掲載論文執筆者の掲載料ご負担のお願いです。

今後、「ゴーイングコンサーン」としての学会基盤を確固たるものとするために、種々な

学会財務健全化策の案出・遂行が希求されておりますので、会員皆さまからの一層のご教示・

ご支援をお願い申し上げる次第です。

( 7 )

平成21年度第２回九州部会報告

学会財政の現状について
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本棚～会員の新刊著書を紹介します～ 

平成22年度第１回九州部会を、平成22年７月10日(土)にお茶の水医療福祉専門学校福岡校

（地下鉄 赤坂駅４番出口下車徒歩３分、西鉄 福岡駅中央口下車徒歩８分）で開催の予定で

す。九州部会でご報告を希望される方は、平成22年６月10日までに、九州部会・八島雄士

（yashima@kyukyo-u.ac.jp）までご連絡ください。

( 8 )

発行 日本経営教育学会
〒102-0072 東京都千代田区飯田橋

URL:http://www.j-keieikyoiku.jp/

4- 8- 4
株式会社山城経営研究所（担当：魚住）
TEL 03-3264-2100 03-3234-9988
E-mail:name@kae-yamashiro.co.jp

印刷 ㈱フジヤマ印刷 ℡03-3260-3801
E-mail: fujiyama@mx7.ttcn.ne.jp

FAX

編集後記
会報第263号をお届けします。会員の皆さまにおかれましては、新年度のあわただしさ

も一段落し、ご活躍のことと存じます。立正大学で６月に開催されます第61回全国研究
大会では、研究成果のご発表や活発な意見交換はもとより、本学会のさらなる発展に向
けての年次総会でのご発言も期待しております。 樋口・杉田

百海 正一『ケースメソッドによる学習』 学文社 2009年７月 2,000円＋税
吉田 博『解決に役立つ問題整理法』 ワイメック出版部 2009年11月 1,400円＋税
鈴木 岩行、谷内 篤博編著『インドネシアとベトナムにおける人材育成の研究』

八千代出版 2010年３月 2,400円＋税
岡部 勝成『キャッシュ・フロー会計情報と企業価値評価―九州地区の中小企業をめぐる実証分析―』

税務経理協会 2010年３月 3,500円＋税
原田 順子『多様化時代の労働』 放送大学教育振興会 2010年３月 2,700円＋税
高橋 宏誠『戦略経営バイブル』 ＰＨＰ 2010年３月 2,200円＋税
齊藤 毅憲監修『横浜：都市創造ビジョンの構築 ―開港150年を記念して―』

学文社 2010年３月 2,000円＋税
齊藤 毅憲監修『経営学がおもしろい』

関東学院大学出版会 2010年４月 1,500円＋税

会員の皆さまの新刊著書をご紹介したいと思います。
事務局への献本（１冊）をお願いいたします。

◇◇九州部会開催のご案内◇◇

機関誌投稿論文、日本経営教育学会山城賞および山城賞奨励賞、アメリカ経

営学会経営教育部会への派遣報告者、韓国経営教育学会への派遣報告者のお

申し込みやお問い合わせは、下記までお願いいたします。

日本経営教育学会事務局（担当：魚住 良三）
〒102-0072 東京都千代田区飯田橋4-8-4 ㈱山城経営研究所内

TEL 03(3264)2100 FAX 03(3234)9988 E-Mail name＠kae-yamashiro.co.jp



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


